
科目区分：共通基礎科目 
 

教  養  特  別  講  義  学期  曜 日  校 時  授業科目名 
 
 英 語 名           Special lecture for freshman 

 担 当 
 
 教官名 

  岡 林 隆 敏 
  朝 長 万左男 
  田 原 弘 幸 

単 位 数 ２単位 

 必修 
 
 選択 

必  修 
前期 月曜日 Ⅱ校時 

            授 業 の ね ら い ・ 内 容 ・ 方 法                                                  

  学長、副学長及び名誉教授による特別講演により、ものの見方・考え方の多様性、課題探求・学問の 
 面白さを知るとともに、「長崎」、「平和」及び「福祉・ボランティア」の講義により、学生生活の場 
 である長崎を理解し、平和について学び、幸福、福祉とは何かを考え、ボランティア精神を養うことに 
 より、学生諸君が探究心と豊かな心を持ち、平和を支え、社会に貢献する人材となることを期待する。 

              テ キ ス ト 、 教 材 等                                         

 長崎：教科書は用いないで，毎回資料を配付する。 
 平和：なし 
 福祉・ボランティア：なし 
      

  対 象 学 生                     成 績 評 価 の 方 法                                    教 官 研 究 室                 

 
Ｌａ 
 
Ｅａ 

 長崎：毎回のレポートと全体の課題レポートによ 
    り評価する。 
平和，福祉・ボランティア：レポートの内容と出

席を考慮して評価する。 

 

 

              授 業 計 画                                         

授業計画 
   第１回 ４月14日 特別講演Ⅰ     学長 
   第２回 ４月21日 長崎        岡林隆敏（工学） 
   第３回 ４月28日 長崎        岡林隆敏（工学） 
   第４回 ５月12日 長崎        岡林隆敏（工学） 
   第５回 ５月19日 特別講演Ⅱ     鹿川修一（名誉教授） 
   第６回 ５月26日 特別講演Ⅲ     水田善次郎（名誉教授） 
   第７回 ６月２日 福祉・ボランティア 田原弘幸（医学） 
   第８回 ６月９日 福祉・ボランティア 田原弘幸（医学） 
   第９回 ６月16日 福祉・ボランティア 田原弘幸（医学） 
   第10回 ６月23日 特別講演Ⅳ     竹本泰一郎（名誉教授） 
   第11回 ６月30日 特別講演Ⅴ     北川常廣（名誉教授） 
   第12回 ７月７日 平和        朝長万左男（医学）  
   第13回 ７月14日 平和        朝長万左男（医学）  
   第14回 ７月23日 特別講演Ⅵ     副学長 
   第15回 ７月28日 平和        朝長万左男（医学）  
 
 授業内容 
  １．長崎 
     長崎市は，日本の中でも特異な都市形成の歴史を持っている。狭い都市空間の中で，外国との 
    交流の中で，近世から近代の都市を形成してきた。そのために，狭い都市空間の中に，歴史的構 
    造物が重層的に残され，現在の長崎市の観光資源となっている。現在の様々な長崎市の問題を考 
    える基礎になる。長崎市の近世から近代（昭和戦前期）までの都市形成史を講義する。地形の変 
    化，埋め立ての歴史，都市の空間の形成，都市計画の歴史，港湾事業，交通体系の整備などの視 
    点から，長崎市の都市形成の歴史を学ぶ。地図，絵図，写真，新聞資料を見ながら，都市の骨格 
                                          （次頁へ） 

 



 
 
 
 

    の近代化（都市基盤の近代化）と，都市の表情の近代化（都市景観の近代化）の相克関係を考え 
    る。 
     第１回 近代都市を目指して （外国人居留地の建物から第１次長崎港改修事業） 
     第２回 近代都市の完成   （第２次長崎港改修事業から路面電車の敷設） 
     第３回 都市の現代化に向けて（鉄道・道路・航路の統合化と日華連絡船の就航） 
 
  ２．平和：世界平和の構築（以下の３テーマで講義後，討論会） 
     第１回 核兵器に依存する平和 
     第２回 核廃絶は可能か 
     第３回 若者の平和に対する責任 
      平和の維持と構築について現在の世界平和の構造と問題点を理解し，若者の平和への参加と 
     責任を考える。特に核兵器の存在について多角的検討を加える。日本の位置する北東アジアの 
     平和構築と若者の責任を討論する。これらの討論を通して平和についての自論を形成してレポ 
     ートを作成し，思考表現の能力の向上を目指す。 
 
  ３．福祉・ボランティア 
      クオリティ・オブ・ライフ（ＱＯＬ）という言葉は，医学･福祉の世界よりも初めに産業界で

生まれた言葉である。近年，わが国は世界有数の長寿国となったが，このような量的変化に止
まらず，内容的･質的に豊かな日常生活が求められるようになった。これは，量から質への発想
の転換であり，ＱＯＬとして表現され重要視されるようになってきた。この講義では，ＱＯＬ
とは何かに自分の言葉で応えることができることを目標に内容を構成する。  

 

 
 
 
 
 
 
 

   


